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1. ベクトル a1 = t(2, 3, 6), a2 = t(5,−3, 8), a3 = t(1, 5,−11), に対してこの
順番でシュミットの直交化を行うことにより、R3 の正規直交基底を求めよ。

2. W を a1 = t(1, 1,−1,−1), a2 = t(1,−1,−1, 1)で生成されたR4 の部分空
間とする。このときW の直交補空間の基底を求めよ。

3. 行列 2x y a
2x z b
x 2z c


が直交行列となるような x, y, z, a, b, cをすべて求めよ。

4. U を n次のユニタリ行列とし n次の実行列A, Bを用いて U = A + Biと書
く。このとき 2n次の行列

T =
(

A −B
B A

)
は直交行列であることを示せ。
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